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七
六

第 型 は 又 ，又
適四

分割
、

Iま は
十 当 適 現 格
七 の 該 格 物 メEL1 

条 日適分 出 イ井
第 の格割 資 等

1去
前書型

項 日 分 人 と

百割
し1

つ
適に

。

格あ
) 

分割
つ
て

!日 言法 の
、

効 適全 あ 現
力 格部 つ 物
措 現 の て

資出
置法 物 分 Iま

分配 当 法
第 自己 言案 人
四 該 適 又
十 係 当 格 は
七 る す メ併口斗 現
条 残 る 物
第 余適 の 分

財産 格現 日 自法己
項 の

の物 前 人
確分 日
定配 と
の し
日 あ

、

と つ 残
す て

財産刀人てる Iま。
当

附
則
第
百
十
九
条
の
表
第
六
十
八
条
の
六
十
五
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一 の 第
項

L ム

ノ¥ ノ¥

十 十
五 八
第 条

第 適 第
一」

格
ム

ノ、 ノ¥

十 事 十
後

条
設立 条

の の

第 第

項 項

|日 適 |日

効 格 効
力 現 力
措 物 措
置 分 置法I去 自己
第 第
--L. ム

ノ¥ ノ¥

十 十
一
条 条
の の

、第 第

項 項

第
百
三
十
九
条

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
二
十
一
年
法
律
第
十
三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
附
則
第
四
十
条
第
十
二
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

O 

。



r 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
開
条
第
四
項
中
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
士
亥
の
下
壌
に
掃
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

鰐!裂は又 又 物格遥遥
ハ髄分 は

現物は
i議出 格、

人

十 当選
害草 責合事

八条 の目 里僻該 揖山
( イ芽 後

法資出 下以 震 設立のの 一Lふ

…鵠 議!

十野 分 人 と 」 割分
いの

器 又 議i
第 は う F又
議 、議織 あに

o ~.:.は

) お 適格

分割
い、

T ~尾

八 と 附 所得税法
黙産 にに 6

、
遮 適

条さ賠
の 誠当 あつ 現物 格現

のれ第
三るTt 確窓 ずで F

資法出
物

十、法第同 十 等 るは
分配

四 六の
第条 人 ( 

一五第十 部 又
下以

項条 を ;ま
の二改

v 
ιーー

規 項正 の
定のす にの 項

}に規定 る あ剖
よ 法 つの お
る に徐 能 人 い
改よ〈 は剖 て

正 り 平成 当 と

格適
言き な
程の お一

そ十 fメE芽h 3 

税特 の 恥

5JIJ 効方 年法 d

等

語を律第
ζ).. 

に 金 しミ
-童法第 手するZ 十 係部 つ。

るの

六も号、、副〆 残余 藤分忠
) 

十 の

六
七
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間
的
同
期
第
四
十
条
第
十
四
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

開
条
第
二
沼
山
中
次
の
表
の
土
欄
に
掲
げ
る
字
令
誌
、
毘
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
之
す
る
。

適
格
現
物
分
配

¥
ぺ
一
一
、
現
物
出
資
法
人
V
〈
は
現
物
分
記
法
人
(
以
下
こ
の
現
に
お
い
て

一
法
人
等
」
と
い
う
。
)

適
格
合
併
若
し
く
は
適
格
分
割
裂
分
一
適
格
合
併
等
の
日
(
適
格
会
併
に
あ
っ
て
は
当
該
適
格
合
併
む

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

議
格
事
後
設
立

議
格
合
併
、
強
格
分
割
又
は
漉
絡
現

物
出
資

又
は
現
物
出
資
法
大

艶
の
自
の
前
日
又
は
当
該
適
格
分
社

部
一
分
割
脅
し
く
は
鵡
格
現
物
出
畿
の

ね
μ71 

条
の

十
五
第

項

O 

六
七
八

適
格
合
併
等

「
被
合
併

の
話

E
と

し
、
残
余
財
粛
の
全
部
の
分
艶
に
該
当
す
る
適
格
現
物
分
割
に
あ
っ
て
は
当

守b

o 

議
適
格
現
物
分
配
に
mm
る
議
余
財
産
の
線
躍
の
日
と
す
る
。
〉

所
得
税
枕
等
の
一
部
を
改
革
す
る
法
律
(
平
成
ニ
十
一
年
法
徐
第
十
一
一
一
号
〉

一
部
則
第
五
十
六
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の



ぐ

( 

と
さ
れ
る
同
法
第
五
条
の
議
設
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
鑓
法
第
六
十

八
条
の
一
一
一
十
双
第
、
一
繍

接
合
評
法
人
、
分
割
法
人
、
現
物
出

被
合
併
法
人
等

議
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人

制
的
思
携
関
山
十
-
条
第
一
一
場
中
「
及
、
び
第
十
一
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
」
を
つ
第
十
一
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
及
び
第
十

八
一
理
じ
に
改
め
、
同
市
慣
の
表
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
項
中
「
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
削
り
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

号 第
li 
要

メ併EL 3 メ併EL 3 メ併口忠、
、

第
滴

ム

/、

法 3之 又
格現 十

人 は ;ま 八
又

分割 鰐分
物 ~ ミ

;ま
資出

の

分制 、
恕撚

十五四
分割 分劉

又
承 lま

締法
の 適 第
日

格事 一
人 項

後
言受

ふ1:1、 メ併口岳、 i{口労L働

又 i日
{法井 iま

効喜の i議
人 話今 格

現
ヰ均

第法
資出 」一年

ノ、

十
八
庁ノ安、

の
田
十
五
第

項

六
七
九



一一一一一一 一

第 第
四
項 項� 

j童 第
四

f 事格
十

後 七
言支
立

条第

項
一

" 
適
格 効措力 よに おそ 律第 所得

現 るの十税法
ヰお 法寝改勢二i
ラ〉
重己

正力号等
言言そを の� 

( との有す 爵ー
い職 則第 部以下

γ 

'-ー
。 措 も四改をう税別特 る

) の十正の� 

第
六
項
及
び

第
六
十
八
条
の
四
十
五
第
一
項

自
効
力
語
置
法
第
六
十
八
条
の
西
十
五
第
一
項

第
七
項

附
則
第
部
十
…
条
第
一
墳
の
議
第
十
六
壌
の
模
攻
口
第
十
七
璃
の
畑
例
会
削
り
、
問
条
第
四
項
中
「
合
併
又
は
分
器
製
分
観

の
日
」
を
「
合
併
併
の
日
」
に
改
め
、
間
州
市
明
第
二
等
中
「
又
は
分
割
制
型
分
割
」
を
削
る
。

附
則
第
五
十
六
条
第
十
二
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

乙
の
場
合
同
九
お
い
て
、
次
の
表
の
上
識
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
関
空
農
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
勾
は
、
同
衰
の
下
捕
に
掲

げ
る
字
勾
と
す
る
。

ムハ八 

O

項
第 と条第十

f 

お
い

十部法欝れさ
す
る

七次〈る二律法
て 条会舛舟ts j帯 項� (

宅護法の平

格遺
J口3、

併

ーに第規成
宅捜お五定ニ�  

い条に十
ゆC のよー

等
旧…勺 醜定 なり 年去f



適格

適格

分割

第 離は又
適「 物出

、 は

人
又

現
物
分

又
四 は
十 現当適

物

資出� 

法
人

七
栴酔等」合 責一 併合

日分

詩の

条第 1以vd 
や目リ 割

現
一

悶 型 と
いの

」

又分

の
日

割分

は割 ぅ 環 又
にはこ;あミ落証言

機法

i蕗おしユ〉 宇視多
分害tl つて て

、
|師 と該謹 のに
効 手晃 い
カ

全あ
格部つ 物 つ。

捨 現のて資出 、、網-'
物分 分は

第 配当法
に該西日

に該適四
トま十 係当格

七 る す合 

残余 る併 
条第

適の

鴇
一一 自法記


の 現物

信主亡由主主民 格 日

，人
確分�  E 

定重E と


し、

あ


雲ミ|与 産
るは

財

。当

制
間
期
策
一
点
十
六
条
錦
十
四
明
後
段
を
次
の
よ
う
に
殺
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
頭
の
よ
檎
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
間
殺
の
中
欄
に
掲
げ
る
学
勾
は
、
問
中
一
棋
の
下
臓
に
掲

げ
る
字
匂
と
す
る
。

第
二
項

適
格
事
後
設
立

適
格
現
物
分
配


六
八




溜
格
合
併
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現

物
部
潔

又
は
璃
物
出
資
法
人

選
格
ム
円
品
川
若
し
く
泣
踊
格
分
割
型
分

の
自
の

E
又
は
適
格
分
社
型
分

震
若
し
く
泣
適
格
現
物
出
資
の
日

第

十
七
条
の
ニ
第
一
項

0. 

}、ー、、
z
J

，r 

滴
格
合
併
等

、
現
物
出
資
法
人
又
は
現
物
分
配
法
人
〈
以
下
こ
の
頃
に
お

い
て
「
被
合
締
法
人
等
」
と
い
う
。
)

鴻
格
合
併
等
の
日
(
選
結
合
評
に
あ
っ
て
は
当
絞
適
格
合
併

の
日
の
前

E
と
し
、
残
余
対
藍
の
全
部
の
分
配
に
該
当
す
る

適
格
現
物
分
配
に
る
っ
て
は
当
該
適
格
現
物
分
配
に
係
る
残

余
財
産
の
確
定
む
日
と
す
る
。
)

所
得
説
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
二
十
一
年
法

律
第
十
一
一
一
号
)

十
条
第
十
題
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
お
努
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
五
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
識
の
麗
税
特
例
措
誼
法
(
次
明
に
お
い
て

効
力
指
闘
機
法
い
と
い
う
。
〉
第
山
間
十
七
条
の
一
…
第
一
一
明

0' 

|日



r 

ζ 

効
力
議
置
法
第
四
十
七
条
の
一
一
第
一
一
一
覆
第
四
号

附
期
第
五
十
七
条
第
一
明
中
「
及
、
部
第
十
項
か
ら
第
十
七
壊
家
で
い
そ
勺
錦
十
二
掛
か
ら
第
十
四
現
ま
で
及
び
第
十
七

項
」
に
改
め
、
山
内
情
明
の
表
第
四
項
及
び
第
五
項
の
項
中
「
及
び
第
五
璃
」
を
制
り
、
同
壊
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

欝

;項

第 資被
四

法人 併合
十
七 又法
河北三二 は人
の 事

一 後設立 分書Ij
第 法

積第 法人 人

間

現物出ぬ号

I [珪 被メL
異
的
法
人
等

号 第 第
五 五

項第 理

一

i併k 以 メE3ヨ、l -iEL 3 併ノ』 、 第

マド 併 併 適 五
t、，..ー一 又 又 十、
の あ iま iま 五

分割
条 7つ

裂分 分寄せ
条

之て の
恕 .泣 型 芸誌 /-i、-

分離
。そ

裂分 分割
又 第

の 諒一

の日 遺 項
あ オ事各
つ
アピ t変
}ま 去P三又'Ju 

l静b、 第 メELZ iEk 3 メEL3 又 18 
十 {芽 併 事手 iま 交さ

に 宅襲 の 連 力

鍛る 及び
あ 日

持環物 搭毒法つ
第 て
十 iま

資出 第五、

項 そ 十
の 五

条
の
/市ム、ー・

第

項

， 

六
八



みハ八開制

号第
五
要
第
題

の連 合|視の事1業 そ
解 結 併法 る当 の
散子

人 紘分割 度年一制分の法
日 人 又 製

の は 今製女問良部分
解散 分割 分議!のの

承 制 時
あ 継

、
カt

つ 法

それぞれ あ 連親結詰て 人
;ま
そ

て達 i併ロ』
泣結
そ子 法
の法 人

破産続手 人の

始聞 産続破手

の 始開

決定 の

の出 決定

よ
る
解
散

あ
つ

瓦
十
七
条
第
‘
明
の
表
第
十
一
項
の
壌
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
環

瀦
格
分
割
に
よ
り

別
問
熱
力
機
援
法
第
班
十
況
条
の
ふ
ハ
綿
一
環

第
五
十
宜
条
の
ム
ハ
第
…
現

適
格
分
割
〈
繍
格
分
割
担
分
制
約
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
瀕
格
分
都
型
一
分
割
の

引
が
そ
の
連
結
親
法
人
事
業
年
護
間
関
一

始
の
自
で
あ
る
場
合
の
当
該
適
格
分
一

O 

O 

命

‘= 



Bず

f 

く

割
型
分
割
に
限
る
。
)
に
よ
り

附
則
第
五
十
七
条
第
一
項
の
表
第
十
五
項
の
事
及
び
第
十
六
寝
の
項
を
溜
る
。

附
則
第
五
十
七
条
第
四
項
中
「
合
併
又
は
分
割
型
分
割
の

B
」
を
「
合
詳
の
昌
」
立
改
め
、

項
第
二
号
中
「
又
は
分
割

型
分
割
」
を
削
り
、

「
合
併
に
あ
っ
て
は
そ
の
」
を
「
合
詳
に
あ
っ
て
誌
、

そ
の
」
に
、

「
以
下
こ
の
条
」
を
「
第
六
項
」

に
改
め
、

「
、
分
割
型
分
割
に
あ
っ
て
は
そ
の
分
割
翠
分
裂
の
昌
が
連
結
親
法
人
事
業
年
度
穣
拾
の

B
で
あ
る
場
合
の
当
該

分
割
型
分
割
に
、

そ
れ
ぞ
れ
」
を
部
り
、

問
項
第
三
口
守
中
「
達
結
子
誌
入
の
解
散
に
あ
っ
て
は
そ
の
解
散
の
日
」
を

「
連
結

子
法
人
の
破
産
手
続
鴻
始
の
決
定
に
よ
る
解
散
に
あ
っ
て
は
そ
の
破
産
手
続
謂
捨
の
決
定
の

E
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中

「
〈
そ
の
漉
格
分
割
型
分
割
の

5
が
そ
の
連
結
競
法
人
事
業
年
度
調
始
の
一
日
で
あ
る
場
合
の
当
該
適
格
分
割
型
分
割
に
限

る
。
)
」
を
則
る
。

〈
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
記
伴
う
経
遇
措
置
)

第
一
臼
四
十
条

叫
開
問
第
官
一
ニ
十
五
条
の
窺
窓
に
よ
る
韓
正
後
の
務
相
持
続
法
等
の
一
部
を
設
正
す
る
法
禄
附
則
第
九
十
七
条
第
二

明
、
附
倒
的
第
西
一
一
一
十
六
条
の
議
定
に
よ
る
改
正
後
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
問
則
第
一
二
十
四
条
第
一
一
項
、
附

則
第
百
五
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
畿
の
所
得
税
扱
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
問
期
第
百
七
条
第
十
一
一
一
項
、
附
則

ム
ハ
八
笈



ム
ハ
八
六

第
百
九
一
一
卜
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
僻
則
第
九
十
五
条
第
十
双
慣
例
、
鱗
十
八
項

及
び
第
工
十
一
一
境
誰
び
に
摺
九
ト
ム
ハ
条
並
び
に
蔀
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
所
得
税
法
等
の
一
部
品
化
改
正
す
る
法
律
附
則

第
凶
十
条
第
ト
』
一
項
及
び
第
十
四
項
並
び
に
第
附
叫
し
i

‘
条
第
一

及
が
第

壌
の
規
定
は
、
不
成
立
十
一
一
年
十
月
一
日
以
後

再
日
以
後
に
解
散
新
し
く
は
披
産
手
続
開
始
の
決
定
が
行
わ
れ
る

場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
震
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
蓮
思
し
、
向
日
前
に
分
割
若
し
く
は
適
絡
事
後
設
立
が
行
わ
れ
た

場
合
又
は
同
日
前
に
解
教
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

に
分
割
若
し
く
は
適
絡
現
物
分
配
が
行
わ
れ
る
場
合
又

る
o 

2 

附
則
第
百
三
十
五
条
の
窺
定
む
よ
る
改
正
畿
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
十
六
条
第
二
項
、
附
則

第
百
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
頭
得
説
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
八
項
第

三
号
、
附
期
第
百
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
所
簿
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
百
三
一
十
三
条
第

卜
a

J

A

晴
樹
ハ
及
び
第
百
三
十
五
条
第
六
項
、

一
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
百
卜
七
条
第
ev--
式
項
、
第
ト
八
項
及
び
第
三
ト
一
項
並
び
に
第
百
十
九
条
並
び
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

…
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
強
制
約
第
丘
十
六
条
第
ト
ニ
噴
及
、
び
第
十
四
項
並
び
に
第
五
十
七
条
第
一
噴
及
、
び
第
四

。

。
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，. 

墳
の
明
朗
建
は
、
平
成
ニ
十
一
一
年
十

一
日
以
後
に
分
鰐
殺
し
く
は
滴
格
現
物
分
院
が
行
わ
れ
る
場
合
又
拭

時
以
後
に
解
散

若
し
く
は
破
離
手
続
開
始
の
決
定
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
連
結
親
法
人
又
は
当
該
謀
総
続
法
人
に
よ
る
護
結
完
全
文
制

細
川
日
前
に
分
制
的
若
し
く
は
適
格
挙
後
設
立
が

関
係
に
あ
る
連
結
子
法
人
の
連
結
事
業
年
度
分
の
故
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、

行
わ
れ
た
場
合
又
は
局
自
誌
に
解
設
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
連
結
親
法
人
又
は
当
該
連
結
鶏
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
文

配
関
需
に
あ
る
達
結
子
法
人
の
連
結
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
徒
話
の
携
に
よ
る
。

(
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
)

第
百
四
十
一
条

第
四
条
第
一
一
一
環
第
三
坊
の
三
中
「
、
同
法
第
十
一
一
一
条
第
…
項
に
規
定
す
る
特
定
地
域
再
生
事
業
会
社
の
指
定
に
演
す
る
こ

内
開
制
府
設
霊
法
〈
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

と
い
か
}
制
的
る
。

〈
銀
行
盤
悼
の
株
式
等
の
保
有
の
制
料
開
問
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
〉

第
百
悶
十
一
一
条
鍛
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
そ
次
の
よ
う
江
改
正
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
事
中
「
第
一
一
条
第
四
十
以
内
ぷ
を
「
筋
一
一
条
第
一
一
一
十
七
時
い
に
絞
め
、
関
条
第
一
一
一
現
中
「
及
び
い
そ
「
強

び
に
」
に
改
め
る
。

六
八
七



六
八
八

(
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
)

第
百
四
十
三
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
(
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
旅
客
の
」
を
削
る
。

(
地
域
再
生
法
の
一
部
改
正
)

第
百
四
十
四
条

地
域
再
生
法
(
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

株
式
の
取
得
に
係
る
課
税
の
特
例
A

第
十
三
条
)

「
第
一
節

目
次
中

第
二
節

を

特
定
地
域
雇
用
会
社
に
対
す
る
寄
附
に
係
る
課
税
の
特
例
(
第
十
四
条
|
第
十
八
条
)
」

第

節
及
、
び
第
二
節

削
除
」
に
改
め
、

第
五
条
第
三
項
第
二
号
中
「
(
第
十
四
条
に
お
い
て

「
第
七
章

罰
則
(
第
三
一
十
二
条
・
第
三
十
三
条
)
」
を
削
る
。

「
高
年
齢
者
等
」
と
い
う
。
)
」
を
削
る
。

第
五
章
第
一
節
及
、
び
第
三
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
節
及
び
第
二
節

削
除

第
十
三
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で

削
除

第
七
章
を
削
る
。

O 

O 



子

(
水
俣
病
被
害
者
の
救
済
及
、
口
水
棋
病
問
題
の
解
決
に
欝
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
)

第
百
間
十
盟
条

水
燦
病
被
山
問
問
者
の
救
済
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
糊
側
、
ず
る
特
出
措
置
法
〈
平
成
一
一
十
一
年
法
律
第
八
十
一

号
〉
の
一
部
そ
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
事
中
「
玖
口
第
八
十
一
条
の
十
」
を
削
る
。

(
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
〉

第
百
四
十
六
条

こ
の
法
律
(
荊
則
第
一
条
各
号
に
掲
、
げ
る
麗
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
需

じ
。
〉

の
捷
一
行
前
に
し
た
行
為
及
、
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
捷
誌
の
例
に
よ
る
と
と
と
さ
れ
る
場
合
立
お
け
る
と
の

法
律
の
擁
行
後
む
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
は
つ
い
て
誌
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〈
そ
の
鈎
の
経
瀧
捨
畿
の
政
令
へ
の
勢
佐
〉

鰐
}
浅
間
十
七
条

こ
の
間
的
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
擁
行
に
関
し
必
要
な
経
渦
措
離
は
、
政
令
で
認
め
る
。

(
地
球
溢
緩
北
対
壊
の
た
め
の
税
に
つ
い
て
の
検
討
〉

第
否
西
十
八
条

政
府
は
、
地
球
温
脹
化
対
策
の
た
め
の
説
む
つ
い
て
、
新
租
税
特
別
措
脇
陣
法
第
八
十
八
条
の
八
第
一
項
及
び

地
方
税
法
等
改
正
法
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
説
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
一
十
六
口
玄
関
馬
第
十
二
条
の
ニ

六
八
九
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の
八
の
規
定
に
よ
り
当
分
の
間
規
定
す
る
税
率
の
取
扱
い
を
含
め
、
平
成
二
十
三
年
度
の
実
施
に
向
け
た
成
案
を
得
る
よ

ぅ
、
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
車
体
課
税
巳
つ
い
て
の
検
討
)

第
百
四
十
九
条

政
府
は
、
車
体
課
税
(
自
動
車
重
量
税
、
自
動
車
取
得
税
、
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課
税
を
い
う
。

以
下
乙
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
つ
い
て
、
新
租
税
特
別
措
置
法
第
九
十
条
の
十
二
並
び
に
地
方
税
法
等
改
正
法
第
一
条

じ
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
三
第
二
項
並
び
に
附
則
第
十
二
条
の
二
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規

定
す
る
自
動
車
重
量
税
及
び
自
動
車
取
得
税
の
特
例
の
適
用
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
並
び
に

国
及
、
び
地
方
の
財
政
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
租
税
特
別
措
置
法
第
九
十
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
九
十
条
の
十
一
の
二

第
一
項
並
び
に
地
方
税
法
等
改
正
法
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

当
分
の
間
規
定
す
る
税
率
の
取
扱
い
を
含
め
、
簡
素
化
、
、
グ
リ
ー
ン
化
(
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
た
め
の
見
直
し

を
い
う
。
)
、
負
担
の
軽
減
そ
の
他
車
体
課
税
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
適
確
に
対
応
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
検
討

し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
所
要
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

O 
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